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一テル誘導体132-30〔叫 …f一 ･E.･i I
I -＼/ (Zl酒脚 惰 ステ_9y･融点161-3｡〔化〕諜-45.0アLー･
チル誘導体137-80〔a月,O､丁>/4t.4脂肪矧吉田休機
19.0%'液体概63.3%からなり,.固体酸は主として




: -アズキゾウムシの粗脂肪細 は如 毅の如くである.


























虹に死亡する弛 まないo或る那 り(柑塑良和rlT"-C･あ句)｢7 Ei
-生存し,且梅めて徐 に々成長し,2相こ退する何件もあ
千一チ鵬的肋 に就ての二三の化学的t蛸 をHS3矧こ▲･~/る○そしてその幼山作ではtftらく休航棚沌形成されたで
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ル可榊 如け 空 ダウi シの生育に不適のものではな､
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虫 油 の 性 クてー



















































































荒警 莞 芸?i芸£監 宝器 誓 芸濃 諾詣 芝 一
全部1齢で死亡する部がないのは,､油脂の柾笑納H何はあ .
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8･防疫除轟菊石油乳剤のアカイエカ助農に封する殺轟効果に就いて軍讃最期の生物試飴に関する研究
如 報 長滞納火(最 大聯化脚 光弼 屈折先払 日本特殊凸産物紳 除虫槻 串放査所)や 7･30.受付
1.相 . ･ 甘
酢者は19･18咋32'アカイLj,(C'uEr.xpipicnstw･palEens
･CoQU]LLETT) の鮒を用いて,防比牧山菊石油乳剤数班■-.-
* 岬 特殊比花柳 綿 耽れ茄W.7.頑在所生杓試金郊
の生物試臨検JjEを行ったが.その結果は旺l堵 掛 と於て
詳細に報告した｡本報はi947年,その幼虫を用いて同様●ヽ
'の設定を行った結果を大略とりまとめたものであるO而
して未矧 こ於て≦Tf者が述べようとする所は,7,カイエカ
＼の幼虫を供試E-a虫とす'8生物試放方法の記載と,B】iESの
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